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展示のご案内

同時開催：5月11日（土）・12日（日）

「河内木綿まつり」（八尾市立歴史民俗資料館主催）

通常展

「大和川付け替え関連展示」
2013年5月3日（金）─6月30日（日）

◇土蔵１（常設展示）リニューアル！
2013年4月1日より、土蔵1（常設展）の展示品をリニューアルしました。

植田家で実際に使用されてきた大正～昭和時代の道具類がたくさん展示してあります。

どうぞ、昔のあの時代を思い出してみてください。

※休館日はＰ１５をご覧ください

※旧植田家住宅へのアクセスはＰ１５に掲載
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表紙写真

「旧植田家住宅・青磁の便器」

　およそ 250 年の歴史を持つ安中新田会所跡 旧植田
家住宅は、これまでに幾度かの増改築が行なわれて
います。写真の便器は、昭和初期の増築の際に設置
されたとされる青磁の便器です。この便器について
は、本誌 10 頁の「研究のーと」をご覧ください。
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旧
植
田
家
住
宅
に
併
設
さ
れ
た
展
示
室
で
は
、

年
に
数
回
、
企
画
展
が
開
催
さ
れ
る
。
企
画
展
の

内
容
は
、
日
用
品
か
ら
優
品
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
植
田
家
の
収
蔵
品
を
展
示
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
そ
の
回
毎
に
様
々
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
上
半
期
で
は
、
植
田
家
に
の

こ
さ
れ
た
書
画
類
か
ら
、
幕
末
に
活
躍
し
た
人
物

た
ち
と
植
田
家
と
の
交
流
を
探
る
「
書
画
に
見
る

植
田
家
の
幕
末
・
明
治
維
新
」
展
（
七
月
五
日
～

九
月
二
日
）
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
企
画
展
で

は
こ
れ
ま
で
に
、
漆
器
や
金
属
器
、
装
飾
品
な
ど

の
工
芸
品
を
取
り
上
げ
た
も
の
や
、
昔
の
く
ら
し

を
伝
え
る
道
具
を
展
示
す
る
「
昔
の
く
ら
し
」
展
、

あ
る
い
は
美
術
品
の
展
示
と
し
て
「
植
田
家
と
大

坂
画
壇
」
が
シ
リ
ー
ズ
で
行
な
わ
れ
た
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
下
半
期
で
は
、
新
た
に
「
植

田
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
「
大
津
絵
」
を
取

り
上
げ
、
ま
た
「
昔
の
く
ら
し
」
で
は
昭
和
の
道

具
を
中
心
に
「
ち
ょ
っ
と
昔
の
く
ら
し
」
展
が
開

催
さ
れ
た
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
企
画
展
と
し
て

は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
「
河
内
木
綿
」
の
展
示
も

行
な
い
、
植
田
家
の
収
蔵
品
の
幅
の
広
さ
と
歴
史

の
奥
深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
二
〇
一
二
年
度
・
下
半
期
に
開
催

さ
れ
た
三
つ
の
企
画
展
の
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

特　集！　２０１２年度・下半期

企画展の歩み
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「
植
田
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～
大
津
絵
～
」

　

大
津
絵
は
、
江
戸
時
代
の
近
江
国
追
分
・
大
谷

周
辺
（
現 
滋
賀
県
大
津
市
）
発
祥
の
仏
画
で
、
や

が
て
東
海
道
の
土
産
物
（
旅
の
護
符
）
と
し
て
人

気
を
博
し
た
民
画
（
民
衆
絵
画
）
で
あ
る
。
見
る

人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
特
徴
で
、
図
に
は
道ど

う
か歌

が
添
え
ら
れ
、
教

訓
的
・
風
刺
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

　

植
田
家
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ

れ
る
「
大
津
絵
」
が
〝
ま
と
ま
っ
た
形
〟
で
の
こ

さ
れ
て
い
る
。
本
企
画
展
で
は
、
本
来
バ
ラ
バ
ラ

の
状
態
で
あ
る
は
ず
の
大
津
絵
が
、
な
ぜ
植
田
家

で
は
一
冊
の
本
の
よ
う
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
言
及
し
、
大
津
絵
が
も
つ
ユ
ニ
ー

ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
風
刺

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
解
説
と
と
も
に
全
三
十
三
点
の

大
津
絵
を
一
堂
に
展
示
し
た
。
ま
た
、「
大
津
絵
」

を
初
め
て
見
る
人
に
も
楽
し
め
る
よ
う
に
「
植
田

家
の
大
津
絵
三
種
」
を
決
め
る
人
気
投
票
も
行
な

い
、
来
館
者
は

じ
っ
く
り
と
絵
を

観
賞
し
た
。（
投

票
結
果
は
植
田
家

ブ
ロ
グ
に
て
掲
載
）

「
道
具
か
ら
み
る

ち
ょ
っ
と
む
か
し
の
く
ら
し
」

　

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る
様
々
な
道
具
。
道

具
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。
例
え
ば
、

私
た
ち
に
身
近
な
炊
飯
器
を
み
て
も
、
か
ま
ど
で

の
炊
飯
か
ら
ガ
ス
、
電
気
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
道
具
の
変
遷
を
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は

社
会
の
変
化
も
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　

植
田
家
に
は
多
く
の
生
活
道
具
が
の
こ
さ
れ
て

い
る
。
本
企
画
展
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「
ち
ょ
っ

と
昔
（
大
正
～
昭
和
）」
の
道
具
を
展
示
し
、
そ
の

道
具
が
使
わ
れ
て
い
た
当
時
の
く
ら
し
や
移
り
変

わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

道
具
は
大
き
く
衣
・
食
・
住
に
分
け
、
当
時
の

生
活
の
様
子
が
分
か
る
写
真
も
併
せ
て
展
示
し

た
。
衣
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
洗
い
張
り
」
の
道
具
、

食
で
は
箱
膳
を
は
じ
め
各
種
調
理
器
具
や
弁
当
箱

等
、
住
で
は
昔
の
あ
か
り
と
暖
房
器
具
を
中
心
に

展
示
。
少
し
前
ま
で
、
ご
く
当
た
り
前
に
使
わ

れ
て
い
た
日
用
品

も
、
展
示
を
通
す

こ
と
で
、
昔
を
知

る
た
め
の
貴
重
な

資
料
と
な
っ
た
。

「
植
田
家
に
の
こ
さ
れ
た
河
内
木
綿
」

　

江
戸
時
代
の
半
ば
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

の
大
和
川
の
付
け
替
え
後
の
新
田
開
発
に
よ
っ

て
、
河
内
地
域
で
の
木
綿
栽
培
は
発
展
を
遂
げ
た
。

厚
手
で
丈
夫
な
河
内
木
綿
は
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
大

坂
を
通
じ
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

明
治
に
入
る
と
製
糸
に
機
械
が
導
入
さ
れ
、
機

械
生
産
に
向
か
な
い
河
内
木
綿
は
輸
入
木
綿
に
押

さ
れ
始
め
る
。
さ
ら
に
木
綿
の
輸
入
関
税
撤
廃
が

河
内
木
綿
の
衰
退
に
追
打
ち
を
か
け
た
。

　

旧
植
田
家
住
宅
に
は
、
植
田
家
の
人
び
と
が
使

用
し
た
木
綿
製
品
が
数
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

家
紋
入
り
の
油
単
や
風
呂
敷
な
ど
、
日
用
品
と
い

う
よ
り
も
特
別
な
日
に
使
わ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
一
）、

龍
華
村
村
会
議
員
を
務
め
て
い
た
植
田
一
郎
が
、

木
綿
の
輸
入
関
税
撤
廃
に
反
対
し
、
当
時
の
衆
議

院
議
長
・
星
亨
宛
に
提
出
し
た
陳
情
書
も
の
こ
さ

れ
て
お
り
、
本
企
画
展
で
は
河
内
木
綿
の
栄
え
た

時
代
か
ら
衰
退
ま

で
の
様
子
が
、
こ

う
し
た
資
料
を
通

し
て
想
像
で
き
る

展
示
と
な
っ
た
。
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「
土
蔵
で
く
ら
し
っ
く
!?
」

　

二
〇
一
二
年
度
の
最
後
を
締
め
く
く
る
連
続
講
座

で
は
、
音
楽
の
話
題
を
中
心
に
、
植
田
家
の
学
芸
に

関
す
る
収
蔵
品
や
、
西
洋
音
楽
の
歴
史
、
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
講
座
を
行

な
っ
た
。
本
講
座
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
く

ら
し
っ
く
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
講
座
で
使
用
し
た

用
語
で
、「
く
ら
し
（
生
活
）」
と
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
古

典
や
伝
統
）」
が
結
び
つ
い
た
も
の
を
呼
ぶ
の
に
用
い

た
。
ま
た
、
開
催
場
所
で
あ
る
土
蔵（
く
ら
）と
の
掛

詞
に
も
な
っ
て
い
る
。

其
の
一 

～ 

植
田
家
の
く
ら
し
っ
く
～

　

連
続
講
座
の
第
一
回
目
は
、
当

館
学
芸
員
が
植
田
家
の
収
蔵
品
の

中
か
ら
謡
本
・
楽
器
・
衣
装
な
ど

邦
楽
関
連
の
資
料
や
、
蓄
音
機
と

レ
コ
ー
ド
（
全
四
十
二
枚
）
を
紹

介
し
、
植
田
家
の
学
芸
か
ら
趣
味

ま
で
を
解
説
し
た
。
冒
頭
で
は
、
一
般
に
西
洋
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

と
い
う
言
葉
の
定
義
に
も
ふ
れ
、
そ
れ
が
単
に
古
典

を
指
す
場
合
や
伝
統
や
格
式
を
持
つ
も
の
に
使
わ
れ

る
こ
と
を
説
明
。
後
半
に
は
、
レ
コ
ー
ド
の
音
源
を

聴
き
、
昭
和
初
期
の
「
く
ら
し
っ
く
」
に
浸
っ
た
。

其
の
二 

～
西
洋
の
く
ら
し
っ
く
～

　

第
二
回
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
入
門
編
と
し
て
、

元
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
チ
ェ
リ
ス
ト

の
安
藤
信
行
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
歴
史
を
、
音
楽
と
映
像
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

お
話
し
て
頂
い
た
。
当
時
の
生
活

と
結
び
つ
い
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
律
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
形
成
に
至
る
ま
で
の
話

に
、
参
加
者
は
興
味
津
々
の
様
子

だ
っ
た
。

其
の
三 

～
古
今
東
西
の
く
ら
し
っ
く
～

　

最
終
回
は
、
同
じ
く
安
藤
信
行
さ
ん
に
、
日
常
の

生
活
に
潜
む
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
つ
い
て
お
話
し
て

頂
い
た
。
普
段
よ
く
耳
に
す
る
結
婚
式
や
卒
業
式
、

学
校
、
テ
レ
ビ
、
Ｃ
Ｍ
、
映
画
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
見
つ
け
出
し
、
詳
細
に
解
説
。

音
源
を
参
加
者
に
聞
い
て
も
ら
い
「
何
の
曲
（
ど
こ

で
耳
に
す
る
）」
か
を
当
て
て
も

ら
っ
た
り
、
曲
や
作
曲
家
に
ま
つ

わ
る
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞

く
こ
と
が
で
き
、「
く
ら
し
っ
く
」

の
楽
し
さ
を
深
く
知
る
こ
と
の

で
き
た
講
座
だ
っ
た
。

土蔵でくらしっく ！ ？

連続講座2012 第3期（2013.1～3 ）
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お
茶
会
、リ
ベ
ン
ジ
?!

　

去
年
一
月
、初
の「
こ
ど
も
の
た
め
の
お
茶
会
」
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
に
よ
り
、欠
席
者
が
続
出
！

な
ん
と
二
五
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
ま
し
た
。

　

今
年
は
そ
の
リ
ベ
ン
ジ
の
た
め
、
再
度
、
同
じ
時

期
に
企
画
し
た
も
の
の
、
当
日
を
迎
え
る
ま
で
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生

方
も
、前
日
か
ら
荷
物
を
運
び
込
み
、打
合
せ
も
準
備

も
万
端
で
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

楽
し
い
お
茶
会

　

幸
い
な
こ
と
に
今
回
は
キ
ャ
ン
セ
ル
も
少
な
く
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
ひ
と
安
心
。
お
茶
席
に

案
内
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
座
敷
で
は
「
豆
移
し
」
を

し
ま
し
た
。
小
さ
な
お
皿
に
入
れ
ら
れ
た
大
豆
を

ひ
と
粒
づ
つ
お
箸
で
別
の
お
皿
に
移
す
ゲ
ー
ム
で

す
が
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
押
さ
れ
る
ス
ト
ッ
プ

ウ
ォ
ッ
チ
に
、
少
し
で
も
早
く
！
と
焦
っ
て
上
手
く

つ
か
め
な
い
子
や
、
周
り
は
気
に
せ
ず
ひ
た
す
ら
マ

イ
ペ
ー
ス
で
移
す
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
も
お
茶
席
で
は
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
。
お
茶
を
点
て
る
先
生
の
手
元
を
真
剣
に
み
つ

め
、
運
ば
れ
て
来
た
お
茶
を
頂
く
仕
草
も
、
隣
の
子

の
様
子
を
見
て
い
て
、
上
手
に
頂
い
て
い
ま
し
た
。

大
き
い
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
お
茶
を
点
て

る
体
験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

地
元
の
小
学
校
で
行
な
っ
て
い
る
「
い
き
い
き
教

室
」
で
も
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方
な
の
で
、
顔
見

知
り
の
子
た
ち
も
い
て
、
お
茶
の
お
か
わ
り
を
ね
だ

る
男
の
子
に
「
ア
ン
タ
も
う
三
服
目
や
ろ
。
い
つ
も

そ
う
な
ん
や
か
ら
…
今
日
は
も
う
お
し
ま
い
に
し
な

さ
い
。」
と
対
応
さ
れ
、
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
大

人
の
人
た
ち
か
ら
笑
い
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
終
始

心
地
よ
い
緊
張
感
と
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、

楽
し
い
お
茶
会
で
し
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅
ス
タ
ッ
フ　

澤
田 

知
英
子
）

2013年1月21日（日）  旧植田家住宅・茶室

「
豆
移
し
」
に
夢
中
の

こ
ど
も
た
ち

ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら

お
茶
を
い
た
だ
き
ま
す
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　1 月 19 日 ( 土 ) に、旧大和川を歩く「ぶらり玉串川編」を行いました。このまちあるきでは、

旧大和川流域を歩き、300 年前の風景の様子を少し感じながら、周辺の今のまちの見所を訪ね

ます。これまでは長瀬川（旧久宝寺川 ) 流域を歩いてきましたが、今回は玉串川流域を歩きました。

　JR 志紀駅前の旧大和川を歌にした万葉歌碑をはじめ、了意川 ( 現平野川流域 ) での付け替え

による渇水から人々を救ったとされる西村市郎右衛門の碑や、長瀬川と玉串川の分水地点であ

る二俣を見て、ここから玉串川に沿って歩き始めました。少し行くと今回の最大の見所で、付

け替え前の川の様子をうかがえる場所があります。天井川だった土地形状がそのまま残り、田

畑の中に一段高くなった付け替え前の川幅約 200m ～ 250m の雄大な川を想像できる風景が広

がっています。他にも都留美島神社や船板塀、昭和初期の木造の診療所や柏村新田の神社や会

所跡など 14 ヶ所の見所を訪ねて歩きました。

　次回は、「平野川を歩く」を 5 月 19 日 ( 日 ) に予定しています。   （NPO法人HICALI 北村茂章）

⑭六ヶ地蔵
凝灰石の石棺の蓋を利用した石棺仏
で、かなり風化しており、顔形も時代
も不明。

⑫柏村稲荷神社・柏村新田会所跡
柏村新田は、志紀郡太田村の庄屋・
柏原仁兵衛芳次が独力で開発。柏原
の「柏」を取って村の名前にした。
柏村稲荷神社は、太田村柏原家の庭
に祀られていたものを現地に移して
いる。

⑩大塚
堤の跡のようだが…、何であるのか
は不明。かつては西方に弁天塚など
１０塚があり、都塚の地名の由来に
なったという。

⑨昭和初期の木造の診療所
昭和の初めに造られた診療
所。屋根・壁に銅版が使用
され、入り口は人力車が進
入できるように広く開放で
きるようになっている。診
察室天井には美しいレリー
フが施されており、周辺に
はニセアカシヤの大木や果
樹が植わっている。

（※建物の内部は、現在公開さ
れていません）

⑦船板塀
木船の船体に使われていた板を、
外壁として再利用している。

⑧都塚旧村（地図参照）
新田開発の前から存在した集落。
付け替えによって洪水から守ら
れるようになった。

⑥都留美島神社
延喜式内社（927 年に成立した『延喜式』）
に載っている神社。祭神は不明。水に関する
神と伝える。付け替え以前の大和川が天井川
であった地形がよくわかる。

⑤⑪⑬旧大和川の堤跡
旧大和川沿いの道には堤跡とみられる段差や坂が多くのこる。
写真左：⑤西側堤跡の段差
写真右：⑪東側堤跡の坂④小学校前の用水取り口樋
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ま ち あ る き イ ベ ン ト

旧大和川を歩く
～ぶらり玉串川編 ～～ぶらり玉串川編 ～

　宝永元年（1704）の大和川付け替えによって新田

開発された旧川筋の周辺を辿るまちあるきイベント。

今回は二俣・柏村新田が開発された玉串川沿いの史跡

や名勝をコースとともにご紹介します。

近鉄恩智駅

JR志紀駅

近鉄高安駅

六ヶ地蔵

柏村稲荷神社

西側堤跡

西側堤跡

二俣・二俣新田

玉
串

川
長

瀬
川

西村市郎右衛門の碑

万葉歌碑 小学校前の
用水取り口樋

東側堤跡

大塚

木造の診療所

船板塀

都留美島神社

都塚旧村

14

12

11

10

98

7

6

5

4

3

2

1

13

二
俣
新
田

柏
村
新
田

②西村市郎右衛門の碑
大和川の付け替え後、了意川（平
野川）の水源を失い水不足になっ
た志紀郡の村々を救った伝説の
人物・西村市郎右衛門を偲んで
建てられた石碑。

①万葉歌碑
八尾唯一の万葉集に詠われた場所。

「真鉋持　弓削河原之　埋木之　不
可顕　事爾不有君」（弓削の河原の
埋もれ木のように現れず（表面化し
ない）に済むことではないのだけれ
ど、現れないでほしい）。
この付近は旧大和川の河川敷にあた
り、弓削の河原と呼ばれたところで
ある。二俣から分かれた長瀬川（久
宝寺川）の河原だったのだろう。

③二俣・二俣新田
かつて旧大和川が長瀬川（久宝寺川）
と玉串川に分水していたところ。
現在は樋門から引かれた用水が長瀬
川から玉串川に分水している。
二俣新田は、志紀郡弓削村（西弓削
村）と若江郡東弓削村の人々が権利
を買い、開発した。

写真上：二俣を南から見た風景

写真下：二俣を北から見た風景
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植
田
家
に
は「
青せ

い
じ磁
」
の
小
便
器
と
大
便
器
が

あ
る
。昭
和
初
期
に
植
田
家
の
増
築
が
行
わ
れ
た

際
、
現
在
の
便
所
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
便

器
は
そ
の
当
時
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

陶
磁
器
製
便
器
が
登
場
す
る
の
は
江
戸
時
代

の
末
頃（
安
政
年
間
・
一
八
五
四
～
一
八
六
〇
）
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
は
木
製
で
あ
っ
た
。

ま
ず
登
場
し
た
の
は
陶
器
製
で
、
初
期
の
も
の

は
、
角
形
大
便
器
・
朝
顔
形
小
便
器
・
置
便
器

の
三
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
の
木

製
便
器
の
形
状
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）
の
濃の

う
び
じ
し
ん

尾
地
震（
※
１
）

以
後
は
、
旅
館
や
料
亭
、
富
裕
層
の
家
屋
な
ど

の
来
客
用
便
所
に
、
瀬
戸
（
愛
知
県
）
で
作
ら
れ

た
便
器
を
設
置
す
る
の
が
大
流
行
し
、
東
海
地

方
を
中
心
に
陶
器
製
便
器
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
頃
、
磁
器
製
便
器
が
製
造
さ

れ
は
じ
め
、
和
式
便
器
の
基
本
形
と
な
る
「
小

判
型
」の
便
器
が
誕
生
す
る
。
大
正
期
に
は
、人
々

の
衛
生
観
念
が
向
上
し
、
陶
磁
器
製
便
器
が
積

極
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭

和
に
入
る
と
、
白
色
の
便
器
に
関
心
が
高
ま
り
、

白
磁
の
便
器
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

陶
磁
器
製
便
器
の
主
な
産
地
と
し
て
は
、
愛

知
県
の
瀬
戸
、
常と

こ
な
め滑
、
滋
賀
県
の
信し

が
ら
き楽
な
ど
が

旧植田家住宅  学芸員
谷口 弘美

研 究
のーと

Investigation
Note

ファイル 4

「青磁の便器」
せ い じ 　   べ ん き

植田家にある青磁の小便器（左）と青磁の小判型大便器（右）

挙
げ
ら
れ
る
。
便
器
に
は
、
青
磁
や
華
麗
に
染

付
が
施
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
各
産
地
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
中
で
も
、

植
田
家
に
あ
る
青
磁
の
便
器
は
、
常
滑
で
つ
く

ら
れ
た
便
器
の
特
徴
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、

常
滑
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
陶
磁
器
製
便
器
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
珍
し
く
、
植
田
家
の
よ
う
な
旧
家
や
旧

邸
、
博
物
館
な
ど
で
わ
ず
か
に
現
存
す
る
の
み

で
あ
る
。
現
在
は
白
色
の
便
器
が
主
流
だ
が
、

明
治
か
ら
大
正
頃
に
か
け
て
多
彩
な
陶
磁
器
製

便
器
が
あ
っ
た
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

参考資料：『日本トイレ博物誌』（INAX、1990）、 阿木香「陶磁器製便器の発生とその背景」（『建築雑誌』社団法人日本建築学会、1991）
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◎
出
前
授
業
＆
見
学
二
〇
一
二

　

こ
れ
ま
で
旧
植
田
家
住
宅
で
は
、
小
学
校
へ
の
出

前
授
業
と
学
校
園
か
ら
の
見
学
の
受
け
入
れ
を
行

な
っ
て
き
た
。
二
〇
一
二
年
度
を
終
え
、
改
め
て
本

年
度
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

◎
出
前
授
業

　

例
年
、出
前
授
業
は
四
年
生
の
「
大
和
川
付
け
替
え
」

と
「
校
区
の
む
か
し
」、
三
年
生
の
「
昔
の
く
ら
し
」

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
一
二
年
度
は
四
年

生
か
ら
の
依
頼
が
減
り
、「
校
区
の
む
か
し
」
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
「
昔
の
く
ら
し
」
の
授
業
が
大
半
を
占

め
た
。
昔
の
航
空
写
真
や
地
域
の
風
景
写
真
を
使
う

「
校
区
の
む
か
し
」
の
授
業
で
は
、校
区
ご
と
に
異
な
っ

た
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
て
お
り
、
好
評
を
頂
い
て
い

る
。
ま
た
「
昔
の
く
ら
し
」
も
、
要
望
に
応
じ
た
内

容
や
昔
の
道
具
を
実
際
に
学
校
へ
持
っ
て
行
く
な
ど

し
、
先
生
方
に
も
喜
ん
で
頂
い
て
い
る
。

◎
見
学

　

一
方
、
見
学
も
三
年
生
の
「
昔
の
く
ら
し
」
が
中

心
で
、
特
に
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
多
く
の
小
学

校
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
同
時
期
、
展
示
室

で
は
「
ち
ょ
っ
と
昔
の
く
ら
し
展
」
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
昔
の
道
具
と
詳
し
い
解
説
に
加
え
、
昔

の
香
り
が
漂
う
旧
植
田
家
住
宅
を
通
じ
て
、
当
時
の

出前授業：昔のくらし

見学：たぬきの糸車

見学：昔のくらし展

出前授業：校区のむかし

く
ら
し
の
様
子
を
直
に
体
感
し
て
も
ら
え
た
。
ま
た
、

小
学
校
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、「
た
ぬ
き
の
糸
車
」
の

体
験
も
実
施
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
初
の
試
み
と
な
っ
た
。

「
出
前
授
業
」（
二
〇
一
二
年
度
）

◇
大
和
川
付
け
替
え
＋
校
区
の
む
か
し
（
四
年
生
）

　
〔
亀
井
小
・
長
池
小
・
山
本
小
〕

◇
河
内
木
綿

　
〔
永
畑
小
４
年
・
永
畑
幼
稚
園
年
長
（
綿
繰
り
体
験
）〕

◇
昔
の
く
ら
し
＋
校
区
の
む
か
し
（
三
年
生
）

　
〔
刑
部
小
・
亀
井
小
・
久
宝
寺
小
・
大
正
小
・
西
山
本
小
、

     

東
山
本
小
・
南
山
本
小
・
山
本
小
〕

計
十
二
校
（
十
三
回
）

「
見 

学
」（
二
〇
一
二
年
度
）

　
〔
志
紀
幼
稚
園
（
ご
飯
炊
き
）・
永
畑
幼
稚
園
（
畑
な
ど

      

計
五
回
来
館
）・
城
南
学
園
小
学
校
四
年
・
曙
川
小 

　

 

学
校
三
年
（
昔
の
く
ら
し
・
道
具
）・
曙
川
東
小
学
校

　

 

三
年
（ 

〃 

）・
高
美
小
学
校
三
年
（ 

〃 

）・
竹
渕
小

　

 

学
校
三
年
（ 

〃 

）・
永
畑
小
学
校
三
年
（ 

〃 

）・
八
尾

　

 

小
学
校
三
年
（ 

〃 

）・
安
中
小
学
校
三
年
（ 

〃 

）・

　

 

龍
華
小
学
校
三
年
（ 

〃 

）・
刑
部
小
学
校
一
年
（
た
ぬ

　

  

き
の
糸
車
） 

〕　　
　
　
　

 

計
十
二
校
（
十
六
回
）

出前授業と見学 2012
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【
に
ん
じ
ん
収
穫
…
の
は
ず
が
?!
】

　

寒
さ
も
ピ
ー
ク
の
二
月
、
そ
ろ
そ
ろ
金
時
人
参
の

収
穫
の
時
期
が
や
っ
て
来
た
。
通
常
、
畑
の
イ
ベ
ン

ト
は
朝
一
〇
時
か
ら
行
な
っ
て
い
る
。
な
の
で
当
日

は
一
〇
分
ほ
ど
前
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
転

車
を
停
め
る
音
が
次
々
と
聞
こ
え
て
く
る
の
だ
が
…
。

…
う
～
ん
、
今
日
は
全
く
静
か
だ
。

　

前
回
の
田
辺
大
根
の
収
穫
か
ら
、
か
な
り
日
に
ち

が
空
い
て
し
ま
っ
た
の
と
、こ
の
寒
さ
。「
食
べ
る
（
試

食
）」が
得
意
な
子
ど
も
た
ち
だ
が
、同
時
に「
忘
れ
る
」

も
得
意
だ
。
結
局
だ
れ
も
来
ず
、
ス
タ
ッ
フ
三
名
だ

け
の
寒
～
い
人
参
堀
り
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
、
最
後
の
一
本
を
収
穫
し

終
え
た
頃
、
子
供
の
姿
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
。
そ
の
後
、

必
然
的
に
「
人
参
洗
い
大
会
」
と
な
っ
た
。

　

さ
て
人
参
は
と
い
う
と
、
立
派
に
太
っ
た
も
の
か

ら
親
指
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
ま
で
形
は
様
々
だ
っ

た
が
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ご
近
所
の
方

に
も
お
す
そ
わ
け
が
で
き
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
。

　

何
も
な
く
な
っ
た
畑
は
、
次
の
夏
野
菜
の
植
え
付

け
ま
で
休
ま
せ
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
小
さ

な
人
参
洗
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
要
望
で
、
こ
の
時
期

に
植
え
る
こ
と
の
で
き
る
ホ
ウ
レ
ン
草
と
小
松
菜
、

二
十
日
大
根
を
育
て
る
こ
と
に
。
さ
っ
そ
く
次
の
日
、

種
を
ま
い
た
。

No.16

　

学
年
が
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
習

い
事
な
ど
で
忙
し
く
な
り
、
参
加
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
、
新
し
い
畑
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
、
順
調
に
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
つ
つ
あ

る
。
少
し
暖
か
く
な
る
四
月
の
中
頃
に
は
、
こ
の

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
た
ち
と
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
収
穫

や
夏
野
菜
の
植
え
付
け
が
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
い
ま
順
調
に
成
長
し
て
い
る
ウ
ス
イ
エ
ン
ド

ウ
も
、
旧
植
田
家
住
宅
の
カ
マ
ド
で
、
お
い
し
い
豆

ご
は
ん
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
口
に
入
る
予
定
だ
。

【
葉
っ
ぱ
、
デ
カ
っ
！
】

　

黄
色
と
白
の
花
が
満
開
の
、
種
取
り
用
の
田
辺
大

根
と
天
王
寺
カ
ブ
ラ
と
同
じ
く
、
昨
年
植
え
付
け
た

イ
チ
ゴ
も
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け
て
い
る
。
今
年
は
、

花
も
大
き
く
、
葉
っ
ぱ
も
か
な
り
大
き
い
。
い
や
、

異
常
に
大
き
す
ぎ
る
か
も
…
。

　

と
も
か
く
、
今
回
も
天
敵
ナ
メ
ク
ジ
く
ん
に
先
を

越
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
。（
五
月
に
近

隣
の
永
畑
幼
稚
園
の
園
児
に
試
食
し
て
も
ら
う
予
定
）

ウスイエンドウ成長中

金時人参の収穫…

小松菜？ほうれん草？

様々な形をした人参たち

イチゴも順調♪

…葉っぱ、デカっ！
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～
JR
八
尾
駅
前
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
～

　

か
ね
て
か
ら
紹
介
し
て
い
る
JR
八
尾
駅
前
南
側

の
万
能
塀
で
は
、
二
月
の
後
半
か
ら
植
松
に
あ
る

永
畑
小
学
校
の
三
年
生
と
六
年
生
に
よ
る
絵
画
作

品
、計
二
三
一
点
が
展
示
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
私

の
住
み
た
い
こ
ん
な
ま
ち
」
と
「
私
の
好
き
な
場

所
」。
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
場
所
や
物
、
未
来

の
ま
ち
が
描
か
れ
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
な
が

ら
の
展
示
に
し
ば
し
ば
通
行
人
は
足
を
止
め
た
。

　

六
年
生
一
二
一
人
の
作
品
は
駅
南
側
の
プ
ラ
ン

タ
ー
の
並
ぶ
通
路
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
多
く
に
は
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち
が
興
味
や
関
心
を
持
つ
お
店

や
建
物
な
ど
が
並
ん
だ
街
の
風
景
が
描
か
れ
て
い

る
。
他
に
は
、
植
松
の
古
い
ま
ち
並
み
や
お
気
に

入
り
の
場
所
を
描
い
た
作
品
が
見
ら
れ
た
。

　

一
方
、
三
年
生
一
一
〇
人
の
作
品
は
、
駅
を
出

て
す
ぐ
東
の
ス
ロ
ー
プ
部
に
展
示
さ
れ
、
六
年
生

と
は
ま
た
違
っ
た
趣
を
見
せ
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
住
む
八
尾
市
の
特
産
物
や
産
業
を
描
い
た
も
の

が
多
く
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
ず
ら
り
。

植
松
の
ま
ち
を
描
い
た
も
の
は
あ
ま
り
な
く
、
と

に
か
く
好
き
な
物
が
可
愛
く
描
か
れ
て
い
る
。

　

地
域
で
の
大
人
と
子
ど
も
と
の
距
離
が
遠
く

な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
絵
画
作
品

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
や
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
皆
が
大
切
に
思
え
る
ま
ち
を
残

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　「わたしの住みたいこんなまち、
　　　　　　　わたしの好きな場所」

第
十
回
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二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
十
月
三
十
日
に

逝
去
さ
れ
た
作
家
・
藤
本
義
一
さ
ん
は
、
今
東
光

と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
八
月
に
公
開
さ

れ
た
映
画
「
悪
名
」
シ
リ
ー
ズ
九
作
目
の
「
悪
名

太
鼓
」（
森
一
生
監
督
）
で
は
、
藤
本
さ
ん
は
脚

本
を
手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
東
光
ば
さ
ら
対
談
』（
一
九
七
四
（
昭

和
四
十
九
）
年
三
月
二
十
八
日
講
談
社
発
行
）
で

は
、
二
人
の
対
談
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
対
談
の
席
上
で
二
人
の
出
会
い
の
場
面
が
以

下
の
よ
う
に
回
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
本　

ぼ
く
が
一
番
は
じ
め
和
尚
に
会
っ
た
の
は
、

　
　
　
　

学
生
時
代
に
天
台
院
へ
行
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

今　
　

そ
う
で
し
た
か
。

　

藤
本　

ぼ
く
は
河
内
木
綿
を
や
っ
て
ま
し
た
か
ら
、

　
　
　
　

帰
り
に
寄
っ
た
ん
で
す
よ
。五
人
ぐ
ら
い
で
。

落
穂
拾
い

　

 -

今
東
光
の
薫
風- 

（十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　
　
　
　

そ
し
た
ら
、砂
川
問
題
を
一
時
間
半
ぐ
ら
い

　
　
　
　

聞
か
さ
れ
た
か
な
。あ
れ
は
昭
和
三
十
二
年

　
　
　
　

の
暮
れ
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

藤
本　

ぼ
く
が
は
じ
め
て
天
台
院
へ
行
っ
た
と
き
、

　
　
　
　

先
生
は
原
稿
を
書
い
て
ら
し
て
、下
の
向

　
　
　
　

こ
う
で
会
っ
て
い
る
と
朝
吉
親
分
が
来
た

　
　
　
　

で
す
な
。

　

今　
　

そ
う
で
し
た
か
、
へ
え
。

　

藤
本　

そ
の
後
、ぼ
く
は
卒
業
し
て
か
ら
、
久
松

　
　
　
　

静
児
監
督
の
「
み
み
ず
く
説
法
」
と
か
、

　
　
　
　

あ
あ
い
う
の
に
つ
き
ま
し
て
ね
。シ
ナ
リ
オ

　
　
　
　

や
っ
て
ま
し
た
か
ら
「
悪
名
」
も
二
本

　
　
　
　

ぐ
ら
い
や
っ
て
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
（
後
略
）

　

大
阪
府
立
大
学
在
学
中
に
天
台
院
を
訪
れ
た
と

い
う
藤
本
さ
ん
は
、
前
年
に
「
中
外
日
報
」
誌
が

涙
骨
賞
と
し
て
募
集
し
た
放
送
劇
の
脚
本
に
応
募

し
、『
風
光
る
径
』
と
い
う
作
品
で
佳
作
入
選
を

果
た
し
て
お
り
、
審
査
員
で
あ
っ
た
東
光
が
短
評

を
書
く
と
い
う
奇
縁
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

対
談
で
東
光
は
、
新
し
い
世
代
の
作
家
を
評
し

て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム

　

今　

だ
け
ど
、
お
れ
は
だ
い
た
い
東
京
っ
子
で
、

　
　
　

あ
そ
こ
へ
は
い
っ
て
、河
内
の
連
中
ば
か
り

　
　
　

で
な
く
、関
西
の
物
書
き
を
見
て
、つ
く
づ
く

　
　
　

感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。司
馬
遼
太
郎
、

　
　
　

黒
岩
重
吾
、藤
本
義
一
っ
て
連
中
の
根
性
は
、

　
　
　

や
っ
ぱ
り
近
松
門
左
衛
門
と
か
西
鶴
に
通
ず

　
　
　

る
も
ん
だ
ね
。江
戸
の
チ
キ
シ
ョ
ウ
が
何
を

　
　
　

い
う
て
よ
う
と
、へ
っ
ち
ゃ
ら
で
書
き
ま
く

　
　
　

る
だ
ろ
う
。忙
し
い
仕
事
を
持
っ
た
り
、
何

　
　
　

だ
か
ん
だ
し
な
が
ら
、ち
っ
と
も
衰
え
ず
に

　
　
　

や
っ
て
る
だ
ろ
う
。こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、西
鶴

　
　
　

が
住
吉
神
社
で
一
晩
に
一
万
句
吐
き
出
し

　
　
　

た
っ
て
い
う
あ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
ね
。関
西

　
　
　

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
よ
。

　

時
代
を
駆
け
抜
け
、
多
彩
な
足
跡
を
残
さ
れ
た

藤
本
義
一
さ
ん
に
、
心
よ
り
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

イラスト／安富士
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